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「関係人口・共創人口を増やす」参考データ   【論点１⑶】 

瀬戸市民の志向（市民アンケート問 14 瀬戸市でどのような暮らし方を希望するか） 

単純集計（問 14） 

「自然に恵まれた環境でゆったりと暮らす」、「家族と過ごす時間を大切にする」が 51.8％で最も多く、「自分の好きなことや趣味に多くの時間や手間

を費やす」（44.5％）が続く。 

瀬戸市で希望する暮らし（MA※３つまで）（n=658） 

資料５ 
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クロス集計 問 14で選択した希望する暮らし方について、瀬戸市で実現できるか（問 15） 

瀬戸市で希望されている暮らし方（問 14）ごとに分析すると、瀬戸市で希望する暮らしが「既にできている」、「概ねできそうだ」の合計の割合が高い

3項目は、「祭りやご近所づきあいなど、地域社会のつながりを大切にする」、「家族と過ごす時間を大切にする」、「自然に恵まれた環境でゆったりと暮ら

す」である。 

反対に、「既にできている」、「概ねできそうだ」の合計の割合が低い 3項目は、「仕事で成功する、自分のお店を持つ」、「リノベーションなど、今ある

資源を大切に使う」、「新しいことにどんどんチャレンジする」である。 

→「仕事で成功する、自分のお店を持つ」、「リノベーションなど、今ある資源を大切にする」、「新しいことにどんどんチャレンジする」は、現状では、

実現が難しい、実現にあたり課題が多いと捉えられている。 

 

瀬戸市で希望する暮らし方ごとの実現性 
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全国的な関係人口の実態（国土交通省 地域とのかかわりについてのアンケート調査） 

【調査手法】 

対象：全国 18 歳以上の男女 

手法：WEB アンケート 

期間：R5.9～R5.10 

 

【回収結果】 

一次調査 12 万サンプル 

↓ 

二次調査 4 万サンプル 

※一次調査の内容に応じて、

下記に該当する人に追加的

に二次調査を実施 

・訪問による地域とのかかわ

りがある人 

・非訪問に身による地域との

かかわりがある人 

 

（引用）国土交通省 

「関係人口の実態把握 

（令和 7 年 6 月）」 

（引用）国土交通省「関係人口の分類と推計値」 

https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/content/001897739.pdf 
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→飲食や買い物、自分の趣味や環境を楽しむ人が多い一方で、地域資源やまちなみの保全活動、商店街の空き店舗有効活用に関する活動、 

新たな仕事を創出する活動など、地域での様々な活動に参加しながら過ごす人も一定数いる。 

（引用）国土交通省「関係人口の実態把握（令和 7 年 6 月）」

https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/content/001898143.pdf 


